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で評価するものである．図 1 は 2004 年度から 2020 年
度 1 学期までの学生による授業評価アンケートの総合






と教員との双方向コミュニケーションがのべ 3000 件にも達した．これらの施策により，2019 年度以
降，学生からの授業評価が改善しはじめた．本報告では，自然科学総合実験に関するこれまでの改善
の歴史とオンラインでの理科実験配信について概説し，改善された点と残された課題について記す． 
図 1.  2004 年度〜2020 年度１学期までの学生の
授業評価アンケートにおける総合評価の結果. 
評価は５点満点で, 図中の 1 つのポイントあた
りの調査人数は 800 人程度である. 黒丸が 1 学
期，白丸が 2 学期の結果である.  
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2013 年度から 2018 年度にかけての総合評価は下落
している．そこで 2004 年度から 2020 年度 1 学期まで
の授業の理解しやすさと総合評価の指標とを比較した




の 2 本の黒矢印は 2013 年の 1 学期と 2 学期の結果で，
2012年までの傾向から外れている．また，図中の波線
矢印で示した白丸は 2020 年 1 学期（遠隔での理科実
験実施学期）の結果で，2014 年度以降の傾向から外れ，
理解しやすさの指標が低いにもかかわらず，総合評価











図２. 2004 年度〜2020 年度１学期における学期
ごとの学生アンケート結果. 評価は 5 点満点で, 
図中の 1 つのポイントあたりの調査人数は 800 人
程度である. 黒丸は 2013 年までの結果, 白丸は
2014年以降の結果である. 黒矢印は2013年の結
果で相関からやや外れている. 波線矢印は 2020年




ート作成時間は 1 点を 1 時間以内，5 点が 7 時間
以上となっている．図中の 1 つのポイントあたり
の調査人数は 800 人程度である. 
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ート作成時間は 1 点を 1 時間以内，5 点が 7 時間
以上となっている．図中の 1 つのポイントあたり
の調査人数は 800 人程度である. 
図 ３ . 201３年度〜2018年度における学生アンケートの総
合評価と自然科学教育開発室独自アンケートのレポー
ト作成時間の指標の関係．































































































































































































教材を運用する Google 社の Google Classroom（以下，
Classroom とする）の操作マニュアル作りをおこなっ













































































































8 燃料電池 オンライン 
9 弦の振動と音楽 オンライン 
10 細胞 オンライン 
11 DNAによる生物の識別 オンライン 




































1 ガイダンス (リアルタイム配信)  
2 実験動画視聴１ (2つの班は自宅実験) 
3 レポート作成演習 I  
4 実験動画視聴２ (2つの班は自宅実験） 


















表１：開講実験テーマと実験実施方法 表 1 ：開講実験テーマと実験実施方法
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